
北海道シナジーキャンパス
（北海道大学ワクチン研究開発拠点：IVReD）

拠点の特色

拠点の連携体制

研究内容 主なワクチン開発

将来展望（10年後に目指す姿）

ワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点形成事業

ビジョン ：感染症やそのパンデミックから人々を守る
ミッション：迅速なワクチン開発を実現する体制の確立とこれまでの成果

を基盤とした呼吸器感染症ワクチンの社会実装」

対象感染症 タイプ・特徴

インフルエンザ ・不活化全粒子
・mRNA

コロナウイルス
感染症

・不活化全粒子
・改変BCG菌

結核 ・組換えタンパク質
・改変BCG菌

感染症ワクチン 新規モダリティ

拠点長
澤 洋文

「先回り戦略」で
国産ワクチンを速やかに提供できる体制を構築

呼吸器感染症を中心とした
人獣共通感染症病原体のワクチン開発研究を推進

次のパンデミックを起こす可能性が高い呼吸器感染症「インフルエンザ」
「コロナウイルス感染症」「結核」を対象とした開発研究を推進（以下参照）。

①病原体などの研究

②構造生物学研究

③ワクチンの基礎研究

④ワクチンの基盤研究

⑤評価系に係る研究

・病原体ライブラリーの構築
・病原性の解析、伝播経路の解明

・BSL3施設内のクライオ電子顕微鏡による生の
病原体解析、病原体蛋白質-抗体結合様式の解明

・ワクチン接種や感染における動物検体・臨床検体
を用いた自然免疫応答、獲得免疫反応の解析

・全粒子ワクチンシードウイルスの準備
・新規ドラッグデリバリーシステム（脂質ナノ粒子)
の開発研究

・新規アジュバントの開発

・感染性の評価系（細胞、動物実験等）の構築
・新規診断技術の開発

※コロナウイルス感染症とインフルエンザの混合ワクチン開発を実施

モダリティ 特徴

細胞傷害性
T細胞誘導性
アジュバント

BCG由来の細胞性
免疫を強力に誘導す
るアジュバント

脂質ナノ粒子
現在使用されている
粒子よりも優れた遺
伝子導入効果

改変BCG菌 既存のBCG菌に比べ
て有効性が高い

ー人獣共通感染症研究＝北海道大学の強みー

国産ワクチンを速やかに提供できる体制構築

インフルエンザ
コロナウイルス

感染症
結核

◆平時において、ヒトに感染症を引き起こす可能性の
ある微生物のライブラリーを予め整備

◆開発に資する基礎研究を推進し、得られた成果を
社会に実装する「先回り戦略」を実施

ー北海道大学病院をはじめ、オール北大による連携ー

【体制】

【研究】

実現に向けた取組

■臨床検体収集システムの整備
■社会実装に向けた研究開発体制の整備

■ワクチン開発に資する基礎研究の推進
■ワクチン効果を判定するための新規診断法の確立

■呼吸器感染症ワクチンの開発

■人材育成・国際連携・研究支援体制の構築

連携企業 海外拠点

デンカ

エヌビィー
健康研究所
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